





Trends and prospects for research on gaze in autism spectrum Disabilities










ことが示唆されている （ Jones  & 　Klin,  2013 ）。
　経年， ASD者は定型発達（以下TD）者より目領域を注視
する時間が著しく短く，口領域に有意に延長したとする定






































ツールとして，用いられている（Sasson & Elison，2012 ）。
高精度の非侵襲型アイトラッキング機器の向上や普及によ
り，ASDの早期発見と介入の取組ができ，発達プロセスに
おける重要な情報を明らかにするために役立つと思われる。
　ASD児が「顔のどこをどのように見るか」という議論は，
発達早期の段階では，共通した知見は見いだせなかった。こ
れらの結果の違いは，アイコンタクトやスピーチなどのコ
ミュニケーションの条件，度合いや発達の過程の変化に
よって違いが生まれることがあると推測できる。発達早期
の口への過剰な視線は，一概にのちのASDの臨床診断を予
測するとは限らず，幼児・児童期の口への優先的な注視は，
言語獲得の大切な時期にあり，社会的適応や相互作用の手
がかりとして口を見て情報を収集していると思われる。
　ライブでの対話型実験は，現実の生活に近い形で自然な
相互作用を可能にするので，ASDの中核的障害の特徴を導
きだしやすい面があると考えられ，感情の基本的な表情に
ついては，ASDも潜在的にネガティブな情報に優先するこ
とがわかり、TD児者の結果と同様のパターンを反映するこ
とが示された。
　今後の展望を考えるとき，最終的には，ASDの人たちの
社会的相互作用時における社会的な応答性の向上を目指す
ことが重要だと思われる。アイトラッキングがスクリーニ
ングや診断評価に統合され，障害に配慮したASD特性への
理解が広まり，適切な療育や介入，支援によって適応しや
すい社会を構築していけるようになることが望まれる。
